
詩を製作する実験とは 
――詩集『亜亜工業』を読む        ヤリタミサコ 

 

 「詩集」と言っても 1 冊の本だけを指しているわけではない。詩集と資料集の冊子 2 冊セット、それにプラス

して専用封筒（「手順書にもとづいてつくられた４つの共同詩とそのプロセス」と「そして詩は生成する。」とい

う語句、奥間埜乃、河野聡子、高塚謙太郎、山田亮太の 4 人の詩人名が記載されている）の３点を合わせて、こ

の詩集の全体が揃う。なんとも高塚謙太郎企画・TOLTA 制作らしい、チャレンジングな試みである。 

 詩とは、作者の心情を吐露したものではない。この 1 点に限って、私はこの企画に賛同し共感し、支持する。

小説における私小説、短歌における私性、これらを排除したところに成立する現代詩がある。私小説や私性に近

い現代詩も存在してはいるが、ここではそれは除外して考える。例えば、吉増剛造や野村喜和夫らの饒舌な作品

群を見て、作者自身の生活を憶測するような読みは無効だと考える。そのような観点だ。 

 「亜亜工業」というタイトルの名づけも愉快だ。「亜熱帯」の「亜」のように、「亜工業」ならば工業に準じる

ものとなり、詩というよりは工業製品に近いものを名のっていると推測される。それにもうひとつ「亜」を加え

て、工業製品に「準じて」「準じた」もの、となるのだろう。つまりインダストリアルな詩製品。無機的で交換可

能な理詰めの作品。スタイリッシュな美学が感じられる。 

 その結果である「詩集」は、一般的な現代詩として楽しんだり悩んだり迷ったりすることができるし、深読み

も可能だ。一節を引用してみる。「ひと」というタイトルの 6 ページに渡る詩の、「うふふ、わらっていることの

比喩みたい／ひとひとり／さんじはんまでまって／ひたむきに／焦燥のサインを旗めかせて／とじて／はてし

なくとおい／かたつむりのことばをはなした」という 8 行を見てみる。比較的女性詩人が多用すると思われてい

る平仮名表記が多く、女の声として違和感はない。が資料集を参照すると、この作品は「2 人の製作者がテレコ

のモザイク詩篇をつくり、トレースと改変を重ねて１つの詩篇を生成する」という指示に基づいて作成された結

果であり、特定の個人が生み出した言葉ではない。そこがこの詩集の狙いだ。言葉は誰のものか、言葉は発語者

のものか、発語された言葉の意味は誰が決めるのか、こういった根源的な疑問を明示し、作者も読者も考え込む

仕掛けだ（もちろん、考え込まない選択も可能だ）。 

 詩を作るための指示は 4 種類あり「分解された制作プロセスに基づき 4 人が異なる役割を担って詩を書く」と

いうものもある。つまり、工場労働者の流れ作業ラインのようなイメージだろう。自分の担当部分についてはわ

かるが、全体像は見えない状態での作業。ここでは、ある意味では AI との共同作業にも似てくる。自分以外は、

それが AI であっても人間であっても、ほとんど関係ないと思われる。 

 とはいえ、できあがった詩的な言葉の連なりは生成の仕組みを感じさせないものであり、そこここにその詩人

らしい表現の欠片を発見したり、人間臭さを嗅ぎ取ったりできる。メカニカルな手法なので、個性や書き癖は見

えにくいが、どうしても残ってしまう個々人の声質がかすかに見える。消そうとするほど残る体臭みたいなもの

なのかもしれない。 

 「ねじこみ、ささやき、叩きつづけて、指で示したそれ」という 15 ページの長い詩の「光りに体あれ／ほど

かれる仕草に腕がからみ／それはまるで腕が腕をからむように／細い気配の声をはらむように／指をいっぽん

／ひと関節が少しずれ／私が力をかけてねじ込む／こき、と一度大きな音が鳴り響いた」という 8 行は、どこか

の現代詩投稿欄の一部を見るようだ。現実の膜の一枚下にある、言語未満の動きを捉えていると思われる。が、

実際には決定されたコンセプトに基づいたリサーチを経てアウトプットされた言葉たちであるから、個人のテイ

ストが入りこむ余地はほとんどない。 

 複数詩人での実験結果であるこの詩集セットは、いわゆる平仮名の「ぽえむ」とは対極にある。個人的叙情性



感傷性を排した方法と知性による乾いた作業によって、意図的に作成される詩の可能性を大きく示している。企

画し実行・実現した 4 人の熱量と力量に敬服する。 

  


